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触れる掌からやっと伝う体温は
いつか遠く遠く離れていく
濡れるその肩にも届くように広がれるだろうか

暮れる陽《ひ》の色さえ知った途端にお役御免
仕様がないか　次はいつ？
置き忘れられた
片道の古びた約束を集め固めた願いは空回り
魍魎紛れて交わした								教えて
陽気も曇天も変わらずに							重ねて
迷いなく花開くような君は

揺れる　吹かれるまま
「うらめしや」なんて言えそうもないや
また会おう　怖いや
望まれる日をずっと								もう一度
待つなら

ぽつぽつぽつと厄介者が視界を区切る
重なる音　地上を洗い流す
ぽつぽつぽつと安全帯は緑のアーチで
遥か昔から同じように今

揺れる　吹かれるまま
表に出ようと驚きは無いぜ
また会おう　愉快さ
望まれずともずっと								待つから
叶えて　きっと									並んで
繋いで											見付けて
色褪せるまでずっと								何度でも
探すよ

